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久高島への Uターンを考える 

地域円卓会議 
 

久高島観光基礎調査結果報告会 
 

久高島への若者の U ターンを促すための住居施策について考える 

～空き家対策を中心に～ 

実施報告書 

 

日  時： 2018年 6月 3日(日) 13:00-16:30 

場  所： 久高島離島振興総合センター（沖縄県南城市知念久高 231番地 2） 

主  催： 南城市、久高区 

協  力： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO法人まちなか研究所わくわく 

 

 

報告書作成 

NPO法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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【報告】久高島への Uターンを考える 地域円卓会議

 

■日  時：2018年 6月 3日(日) 13:00-16:30 

■場  所：久高島離島振興総合センター 

■着席者数：9名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■来場者数：18名（地域住民・行政・企業） 

 

■主  催：南城市、久高区 

■協  力：公益財団法人みらいファンド沖縄 

       NPO法人まちなか研究所わくわく 

■お問合せ：NPO法人まちなか研究所わくわく 

     

西銘 幸太 氏（久高島青年団 団長） 

久高島への若者の Uターンを促すための住居施策について考える 

～空き家対策を中心に～ 
 

久高島は、南城市知念の安座真港から高速船で 15 分程の海洋上に位置し、神の島と呼ばれる通り琉球王朝成立

以前から重要な祭祀行事が行われてきました。また、独特な土地制度でも知られており、島の全ての土地は神から

与えられた共有のものであるという定義のもと、土地憲章が掲げられ区から借り受ける制度となっています。 

近年は観光客が増加し、資源管理と産業振興の両輪をもって島の発展を推し進めていく新たな文脈が生まれてき

ておりますが、その担い手である島出身の若者の大半は沖縄本島に居住し、島に戻って来たくても戻れない状況に

なっております。その理由の１つが住居の確保であり、ここではその解決策の１つとして考えられる空き家の活用

を主軸に据えながら若者の U ターン促進について議論しきたいと考えています。 

 

センターメンバー 

 
西銘 幸太 

久高島青年団 

団長 

 
西銘 忠 

久高区 

区長 

 

 
並里 和博 

土地管理委員会 

委員長 

 
仲間 俊郎 

人材育成・地域

活性化コンサル

タント オフィス

仲間 代表 

 
赤嶺 政信 

琉球大学 

人文社会学部 

教授 

 
西銘 政秀 

南城市ガイド 

アマミキヨ浪漫

の会 顧問 

 
山城 興朝 

沖縄タイムス 

読者局 

局長 

論点提供 
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➢ 円卓会議に参加いただいた皆さんから 

 

⚫ 久高島（以下：久高）の基礎情報 

✓ 住民基本台帳の記載人数 247 人（2018 年 1 月） 

✓ 実際に住んでいる人は 170 人程度（2018 年 3 月） 

✓ 高齢化率 45％ 

✓ 人が住んでいる家は 115 件、空き家が 22 件、合計 137

件の家がある 

✓ 人が住める条件の空き家 22 件の内、トートーメーが

あり位牌が設置されている家が 5 件ある。その 5 件は

今後も利用されるため、他の人が利用できない 

✓ また他に、借家が 26 件ある 

✓ 年に数回だけ使う家も含めると空き家は 47 件となる 

✓ 人口のピーク時は 500 名を超えていた 

✓ 島に住んでいる久高出身の 30 代は 3～4 名、それに加

えて奥さんがいる 

✓ 以前は、毎月行事があったが、担い手不足のために、

行事は減ってきている 

✓ 12 年に 1 度行う祭祀イザイホーは 1978 年に開かれた

のを最後に、その後、行われていない 

⚫ 島での仕事は、主に、NPO 法人久高島振興会やマリン

ショップ、もずく漁等がある 

⚫ 久高出身の若者は、南風原町や那覇市に住んでいる人が

多い。そこから南城市に車通勤後、船通勤をして、もず

く漁などを行う人もいる 

⚫ 島の土地は皆の土地で、土地管理委員会が管理している 

⚫ 土地の所有権は認められていないが、土地の利用権は子

どもに譲ることができる 

⚫ 家を借りたい人は、家主を見つけ、個別交渉をしなくて

はいけない 

⚫ 3～4 年前に借家を探したが、仏壇があったり、リフォ

ームしないと住めなかったりなどで、家を借りることが

できなかった 

⚫ 現在の空き家 22 件は、電気、ガス、水道が使えるため、

少し手を加えれば、住むことができる 

⚫ 島内にある築 50 年の実家には、ネズミ、ムカデが出る。

古すぎるため修復は難しいと言われた 

⚫ 久高島留学センターがあることで、久高小中学校が維持

されている 

⚫ 過疎化対策のために、久高島総合計画検討委員会が

2015 年に立ち上がった。その中で、産業や働き手、住

居、福祉施設について、久高の人たちで話し合った 

⚫ アマミキヨ浪漫の会のガイドは 80 名程度。ビジネス目

線も持ちながら、南城市の文化の保存、継承を行う 

⚫ 久高島には、年間に 57,000 名の観光客が来る。4～5 名

のガイドで、月に 400～500 名を案内している 

⚫ ガイド料金は、人数に関係なく 1 時間 3,500 円、2 時間

で 4,500 円、3 時間で 5,500 円 

⚫ 島にはアパートを建てられる土地はある、土地を提供す

ることは問題ではない。島の人は、市営住宅を望んでい

る 

⚫ 島に市営住宅は現在、4 世帯ある 

⚫ 島に帰って来たい若者はいるが、住む家が無く、また、

保育所が無いなど、子育て環境が整っていないため、帰

ってくることができない 

⚫ 働く場所があっても、学童保育や幼稚園など、子どもを

預ける場所がないため、なかなか働くことができない 

⚫ 1979 年当時も、島には 20～30 代の人は数えられる程

度しかいなかった 

⚫ 久高島には、絶家等をしたときに、ヒヌカンなどを家の

東側で奉るヤシキグーン（屋敷御恩）という文化がある。

前居住者に敬意を示し、空き家を有効活用する知恵 

⚫ 南城市では、ムラヤー（公民館）を活性化し、地域力を

高める（地域のことは地域で行う）事業を行っている 

 

⚫ 行事（追い込み漁等）では、60 代が中心に活動してい

る。そのため、10～20 年後には行事ができなくなると

心配している 

⚫ 地域を盛り上げたいと思う若者がいるが、人数が少ない

ために、想いを形にするのが難しい状況。しかし、ポテ

ンシャルは高いと考えている 

⚫ 地域を自分たちで何とかしようとする意識が高い 

⚫ 石の切り方に手が込んでいて、石垣の景観がすばらしい 

⚫ 久高島は暮らしやすい場所である 

⚫ 以前は、久高の一部の人だけが市役所とやり取りしてい

たが、現在は、要望書等を自分たちで書くなど、行政と

の関係性がつくられてきている 

⚫ 位牌などがあり、所有者が正月や盆に返ってくるため、

空き家の活用は基本的に難しい 

⚫ 久高島は、ガイドをすることで、観光客の満足度が高ま

る場所である 

⚫ 久高の人たちが、本日の円卓会議のような話し合いに、

より参加してくれるとよい 

事実の提供 

評価の提供 
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⚫ 現在の土地管理委員会では空き家と借りたい人の仲介

をする機能はないが、相談窓口や仲介機能が必要だと思

う 

⚫ 給料を支払い、役割を担う人を確保して、帰省希望者の

窓口をつくることが重要 

⚫ NPO 法人久高島振興会が仲介業務を担ってはどうか 

⚫ 家主との交渉には時間がかかるため、まずは公営アパー

トをつくり、住める状態をつくってから交渉を続けては

どうか 

⚫ 総有地制度とは、久高の総意の下で、島人たちが使わな

くなった土地を回収して、再度使えるようにすることで

ある。それが出来ない例外があるので、それを早急に明

確にすべき 

⚫ 危機意識を持って、今の若者にお金を投資して、戻って

くることができる状況をつくるべき 

⚫ 島の土地は総有（皆の土地）であると、島民の皆で改め

て確認をする必要がある。屋敷御恩などの先人の知恵を

活用しなければ、土地が荒れ放題になってしまう 

⚫ 土地に関して、権利の無い人と一緒に決めることはおか

しいため、はっきりと区分したい 

⚫ 土地憲章も守られているところと、守られていないとこ

ろがある。それは、記載されている文言の解釈の違いで

ある。文言の理解を統一して、島で決めたことは、しっ

かり守るべき 

⚫ 家は、住めなくなる前に手を入れないと朽ちてしまう 

⚫ 若者は、家と保育所、医療が整えば島に戻ってくると思

う 

⚫ 伝統だから残さないといけないわけではなく、まずは人

の生活があっての祭事であると思う 

⚫ 島に住む人がゆったりと過ごせることが大切で、沢山の

観光客はいらない 

⚫ 島に来た観光客は場所が分からずに、自転車で右往左往

している。早急にガイドを養成していきたい 

⚫ 市営住宅は、子育て世代が住み、子育てが終わったら出

て行き、また、他の人が入るような状況になって欲しい。

そうしないと、また建てなければいけない状況になる 

⚫ 市営住宅の人に一軒家の紹介や、一軒家に住んだら、そ

の家に一生住める権利が発生するなどの仕組みがあれ

ば、出入りが多くなるのでは 

⚫ 個人任せにするのではなく、島を経営するような仕組

み、組織が必要。今年に設立した島建て協議会が、その

役割を担うべきだと思う 

⚫ 塩やウニ、ヤギなどを観光業と絡めて産業にするとよい

のでは 

⚫ 野菜工場ができる計画や、ウニ、ヤギ、観光の事業を行

いたい人がいる。そのため、島建て協議会をしっかり運

営して、産業を一つ一つ立ち上げていけば、5～7 年後

には、50 名程度の雇用は可能だと思う。そして、若い

世代が住むようになれば、教育、福祉の環境も相乗効果

で上手くいくはず 

 

⚫ 名護市の事業として、地域にビジネスをつくり定住者を

増やす目的で、古民家を活用し、宿泊体験施設やカフェ

を開始した 

⚫ 伊平屋村では、一括交付金を活用して、村が空き家を買

い取り、修復して、村外から子どものいる人を優先して

公募し、3 件が活用されている 

➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

⚫ 持続可能な島のあり方を、島建て協議会で決定し、南城市はそれに対して、寄り添った支援計画を 

⚫ 事業計画の特に重要な目標設定は、観光業を含む産業構造とインフラ、それを勘案した人口プラン 

⚫ 22件の空き家は、住居利用のみに拘らず、計画を成功させるための資源として効率的に活用させる 

視点の提供 

事例の提供 
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■参加者によるサブセッション 

「久高島への若者の Uターンを促すための住居施策について考える 

～空き家対策を中心に～」（原文のまま） 

 

① ニーズが明確でない・・・ 

→実際は何名の U ターン希望者がいる？ 

→3 名は確実。リノベか新築か。 

2～3 万／月 

実家と近くで住む活 

② ・小学校 19 名。島の人は 10 人いない。先

生の子どもなど 

・市営住宅が切り札 

・空き家の活用が進まないのは、本島と近く、

行き来が簡単なこと。（別荘的住い方） 

・島の空き家を借りるには、島の事情をしっ

かり伝えるしかない 

・住居の利用権は相続されても、畑はもどし

てもらわなければ、土地利用がまわっていか

ない。 

・NPO は法人なので、島以外の人もいる。

こういうところで交流することは重要。 

③ 100 坪以内 

大工 3 人（内 1 人） 

・振興会が仲介 

・働く人を外から呼ぶ。→移住コーディネー

ター（地域おこし協力隊） 

・島内の大工がリフォーム。 

④ 公営住宅の現状（3LDK×4 世帯） 

目的：子育て世代のために、、、 

現状：子育て終了世代が多い 

普通のアパートでもいい 

市ではなく区で建ててはどうか？ 

ト―トーメーの集合住宅を作る 

住宅のあっせん業務を区で実施→つきしろ

の区画整理してはどうか？ 

⑤ 空き家対策 

・総有地制度の適切な理解⇒抜本的見直し

（時代に合わせた） 

→久高区規約・土地憲章の文言があいまい⇒

解釈を揃える［作業着手中］→順調でしょ

う！ 

島人会、区民総会、別々に役割。 

予算・自治会、及び、NPO（振興会）ミッシ

ョン 

⑥ 赤嶺チーム 

≪若者の働く場の提供≫ 

・インターネット環境を整える 

・IT 関連会社のオフィスをおき、雇用は地

元の人と条件を付ける 

≪空き家対策≫ 

・仮住居（市営等）を置き、古民家が整い次

第、移ってもらう方法 

・イノベーションがうまくいくと利用者が

多くなる（事例：壱岐市） 

⑦ 空き家対策など、 

・数をみておどろいた。 

協議会などで管理しては？ 

↳改修して（土地も大変だから） 

古民家の修復費が気になる 

観光 

・観光がうまくいけば、雇用につながると思

うが嫌がる人がいる 
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久高島への Uターンを考える地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2018年 6月 3日(日) 13:00-16:30 

・場所：久高島離島振興総合センター 

・着席者：9名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：18名（アンケート回収 5名、回収率 28％） 

 

１．どちらから？ 

 
２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.5（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

2 名 2 名 1 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（5．満足） 

・ 久高島は、円卓会議をやったことがなかった。

また、島の人が会議の重要性を知ったと思う。 

・ 今まで住宅の件や、子育て（保育所）の件、

とても気になってたので、今日、少しの間し

か参加できなかったですが、色々話が聞けて

よかったです。 

（4．概ね満足） 

・ もう少し島の人がいて欲しい。 

・ 観光、空き家の現状が理解できた。 

（3．普通） 

・ 生活してみて、感じてたことを話していた。 

 

６．観光基礎調査結果報告会で印象に残ったこと 

・ 古民家、改修 

・ 区民が少ない 

・ 調査結果と実態が違うという意見もあり、調

査の難しさを感じた 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

・ 島の代表が、久高の思い（神行事）を強く思

っている 

  

久高島

80%

南城市

20%

沖縄県内

0%

NPO・市民

団体等

25%

学生
25%

その他
50%

チラシ

0%

友人・知人の紹介

60%メール

0%

facebook
20%

その他

20%
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（写真）会場の様子 
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